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◎デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

３ 民 数 記 ７ ルカ １５ ルカ ４:１４～３０
４ ８ １６ 解 ルカ ５:２７～３２
５ ９ １７ 放 ルカ ８:２６～３９
６ １０ １８ の 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ ３:１ ～１２
７ １１ １９ 福 イザヤ４５:１ ～７
８ １２ ２０ 音 イザヤ６１:１ ～３
９ １３ ２１ ｶﾞﾗﾃﾔ ５:１
10 １４ ２２ マタイ ９:９ ～１３

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
誕 生 日(４日 廣田 君代 姉）
召天記念日(６日 末永 郁 師 １９５６年）

① 来年11月に創立40年を迎える姫路あけぼの教会に祝福を。
② 教会員ひとり一人の健康が守られ、歩みの上に祝福を。
③ 中島 一栄 姉の霊肉の健康の上に祝福を。
④ 御殿場研修会（実行委員長:湯本哲史師）の上に祝福を。

１ 今週立秋に入りますが、まだ暑い日々が続いています。
高齢の方,施設に入所の方,病気の方々のため祈りましょう。

２ ｷﾘｽﾄ伝道会｢活水の群｣御殿場研修会 いよいよ今週です。
5日(火)～7日(木)主題聖句:イザヤ41章13節会場:国際青少
年ｾﾝﾀｰYMCA東山荘 下記の集会のため祝福を祈りましょう!

①[信徒研修会]｢モーセの生涯｣ ②[青年研修会]｢主の手に
引かれて～われらの主の友、主の僕～」 ③[中高生集会]｢主
の御手に引かれて～イエス様と手をつなごう～」

３ 地区平和祈祷会 10日(日)15時 会場:姫路五軒邸教会
４ 新会堂建築献金 更に祈り続けましょう。
牧会短針 本日は教会歴で「平和聖日」です。日本に原爆が
投下され、終戦を迎えて80年の節目を迎えます。特に80年前
の広島（６日）・長崎（９日）での出来事を決して風化させ
てはならないのです。また阪神・淡路大震災(1995年)、東日
本大震災が襲い、大津波による被災、原発事故による放射能
問題が起こり(2011年)，またその後も各地に地震などが頻発
し、集中豪雨と猛暑続きで、多くの被災者が出、また2020年
から新型コロナの感染拡大による多くの犠牲者が出、まだ終
息していません。更にロシアのウクライナ侵攻から戦争、イ
スラエルのガザのハマスへの攻撃も続き、心が痛みます。な
お政界では改憲の論議も始まり、将来の暗雲を懸念させられ
ます。二度と戦争の悲劇を繰り返すことなく、子供たちにも
同じ苦しみを味わわせるこが無いよう祈り仕えていきたい。
今週の牧師の予定 ７日 ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌ･ｸｲｰﾝｽﾞ塩屋｢ナルドの集い｣

◎先週の報告 礼拝8名,交わりの時6名,子ども教会２+５名
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◎今週の御言葉 「百人隊長のしもべの癒し」（創世記21章1
節～21節、マタイの福音書8章5節～13節）
「主は、約束されたとおり、サラを顧みて、仰せられたとお
りに主はサラになさった。」(21:1)「主よ。あなたを私の屋
根の下にお入れする資格は、私にはありません。ただ、おこ
とばを下さい。そうすれば、私のしもべは直ります。」(8:8)

◎イエス・キリスト様は神様のお言葉を語られ、御業を行
われました。それに対する人間の応答が信仰告白なのです。
イエスさまの喜ばれる応答とは何なのでしょうか。

◎創世記21章には、イサクの誕生が記されています。神様
はアブラハムとサラとの間に世継ぎを授けると約束されまし
た(創世記12章）。しかし中々その約束が実現しなかったので
す。時には信仰もよろめきました。誘惑も受け、人間的手段
にも走ったりしました。しかし、神様は25年後に死んだと
同様の身体に子どもを授け、世継ぎを誕生させてくださった
のです。先にハガルとの間に生まれていたイシマエルは世継
ぎではなかったのです。サラは「神はわたしに対して笑いを
作られた」と告白しています(6,17章)。神様にとっては不可
能なことはなく、どの様な状況からでも御業を行う事がおで
きになる御方です。神様のお約束を信じましょう。

◎マタイの福音書8章の前半には「癒しの奇跡」が記され
ています。その中で特に「百人隊長のしもべの癒し」が今日
の聖書箇所です。百人隊長は「古代ローマの軍隊の百人編成
の部隊の隊長」です。一軍団は6千人で編成され、60の百人
隊に分けられていたのです。当時、カペナウムの地方は国王
ヘロデ・アンティパスの統治下にあったので、彼はヘロデに
雇われた百人隊の隊長であったのです。彼が「自分のしもべ
が中風で、家でひどく苦しんでいます」とイエスさまに訴え
たのです。するとイエスさまが「行って直してあげよう」と
言われたのです。その時、百人隊長が「主よ。あなたを私の
屋根の下にお入れする資格は、私にはありません。ただ、お
ことばを下さい」と答えたのです。この信仰告白には「イエ
ス様の言葉に対する絶対的信頼」を示しています。彼は、イ
エス様のことばを神のことばとして、神様の御心を確実に成
し遂げると信じたのです。下級士官でも部下に命令すること
が出来るのなら、一切の権威を与えられているキリストは、
尚更そうであると信じていたのです。この百人隊長の信仰を
イスラエルの民は期待されていたのです。しかし、今や、百
人隊長と同じ信仰の異邦人キリスト者も祝福に預かれるので
す。感謝しましょう。


